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大学生の持つ老親への責任意識－－一日・台・韓比較をもとに一一一（ 第1 報）

○お茶の水女大家政　保坂久美子　　 お茶の水女大家政　袖井孝子　　漢陽大家政　徐　炳寂

宵賤家専家政　鄭　寂子　　 共立女短大家政　細江容子

目的：産業化の進展に伴い多くの社会には業績主義、効率主義の価値観が浸透し、「 若さ」や「生

産性」が重視される傾向にある。こうした社会においては生産性の乏しい老人の地位は低下し、老人

は「無能なものj r 役にたたないもの」としてとらえられる傾向にあるといわれている。このよIうな

中で、文化的にも近い位置関係にある日本・台湾・韓国の大学生が持つ老親への責任意識や老人観を

知ることは、将来の老人問題を考えていくうえで意義があると思われる。本研究では、特に大学生の

持つ老親への責任意識をとりあげ、それに対する三か国の相違点とその規定要因を明らかにする。

方法：　自計式質問紙法による調査を日本6  1 年６月～７月、台湾９月～1  0 月、韓国６月～７月

に実施。対象となったのは日本：東京都内および近郊７大学の学生5  6 7 名、台湾：台北８大学の学

生5  1 2 名、韓国：ソウル８大学の学生5  1  1名。（有効票のみ）

対象者の基本的属性：　①家族構成　日本（核家族　7  3.4 ％、 直系家族　19.    6％）、台湾

（ 核家族　6  5.8% 、直系家族　15.0 ％）、韓国（核家族　5  3.8 ％、直系家族11.4  ％）

②家族員数　日本（4 人　4  3.4 ％、５人　2  8.   2％）、　台湾（4 人　2  9.8 ％、　５人

2 2.   2％）、　韓国（4 人　3  0.   4．%、　５人　2  3.   2% ）　　③本人の続柄　日本（S 男

3 4.2% 、長女　14.9 ％）、　台湾（長男　2  4.2 ％、長女　6.1 ％）、　韓国（ 長男

2 3.7 ％、長女　7.    8％ ）　　④父親の職業　日本（ 経営管理職　3  1.9 ％、専門技術職

17.5% ）、台湾（サービス業・自営業　2  2.3 ％、専門技術職　15.0% ）、韓国（ 商工

サービス業・自営業　3  4.5 ％、事務職　1 2.    2％ ）　 。⑤祖父母と同居している者　日本

2 1.9% 、 台湾　19.3% 、　韓国　14.3 ％。

大学生の持つ老親への責任意識一一一日・台・韓比較をもとに一一一（第２報）

○共立女短大家政　細江容子　　お茶の水女大家政　袖井孝子　　漢陽大家政　徐　炳寂

育賤家専家政　鄭　寂子　　お茶の水女大家政　保坂久美子

結果：　老親への責任意識である同居意識、扶養意識、介護意識は全体として強いが、日本・台

湾・韓国の比較でみた場合、同居意識は韓国が特に強く、全体の７割が同居志向である。これに対し、

日本・台湾は５割と韓国に比べて低い。さらに扶養意識についても、日本では「どんなことをしても

親を養う」という割合が４割であったのに対して、台湾では７割、韓国では６割と高い割合をしめし

ている。介護意識に関しても、「なにをおいても親を世話する」者は、日本では６割であるが、台

湾・韓国は８割と高い。　親孝行については、親孝行することを子どもの時に言われたという者が、

日本では１割と少ないが、台湾では５割、韓国では４割にのぼる。親孝行を当然と感じている割合も

日本では７割であるが、台湾と韓国では９割と高い。さらに親孝行をどのように考えているかについ

ては、日本の学生は「自分が自立し親に心配をかけない」といった自己中心的親孝行意識であるのに

対し、一台湾や韓国においては、r 親の話し相手になったり、親と頻繁に交流する」といった相互作用

的親孝行意識が強かった。

同居意識を規定しているのは、日本・台湾・韓国とも本人の続柄であり、長男において最も同居意

識か強い。扶養Mm 、介護意識に関しては、台湾・韓国の場合親孝行への態度に示される規範的要因

との関連が強いといえる。日本の場合、規範的要因とのかかわりも認められるが、本人の家族への満

足度も重要な規定要因になっており、台湾・韓国に比べ情緒的要因との関連が強いと言える。


